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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月14日(2016.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）芳香環を含む高分子化合物からなる水硬性粉体用分散剤と、（Ｂ）下記一般式（
Ｂ１）で表される化合物、下記一般式（Ｂ２）で表される化合物、下記一般式（Ｂ３）で
表される化合物、及び下記一般式（Ｂ４）で表される化合物から選ばれる１種以上の化合
物とを含有する、遠心成型用水硬性組成物用分散剤組成物。
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【化１】

〔式中、
　Ｒ１１、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１は、それぞれ独立に、炭素数４以上２７以下の炭化水
素基、
　Ｒ２２は、水素原子又は炭素数１以上３以下のアルキル基、
　Ｒ３２、Ｒ３３は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又は炭素数１以上３以下の
アルキル基、
　Ｘは、Ｏ又はＣＯＯ、
　ＡＯは、炭素数２以上４以下のアルキレンオキシ基、
　ｎ１は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ２は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ３、ｎ４は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ３とｎ４の合計は１以上２００以下の数、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又はＳＯ３Ｍであり、Ｙ１、Ｙ
２の少なくとも一方はＳＯ３Ｍであり、
　ｎ５、ｎ６は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ５とｎ６の合計は１以上２００以下の数であり、ｎ５が０の場合は、Ｙ１は
水素原子であり、ｎ６が０の場合は、Ｙ２は水素原子であり、
　Ｍは、対イオン、
を表す。〕
【請求項２】
　（Ａ）が、芳香環を含むモノマー単位を有する高分子化合物からなる水硬性粉体用分散
剤である、請求項１記載の遠心成型用水硬性組成物用分散剤組成物。
【請求項３】
　（Ａ）の含有量と（Ｂ）の含有量の合計に対する（Ｂ）の含有量の割合が３質量％以上
６０質量％以下である、請求項１又は２記載の遠心成型用水硬性組成物用分散剤組成物。
【請求項４】
　更に、（Ｃ）ポリカルボン酸系共重合体を含有する、請求項１～３の何れか１項記載の
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遠心成型用水硬性組成物用分散剤組成物。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか１項記載の遠心成型用水硬性組成物用分散剤組成物と、水硬性粉
体と、骨材と、水とを含有し、水／水硬性粉体比が１０質量％以上２５質量％以下である
、遠心成型用水硬性組成物。
【請求項６】
　水硬性粉体１００質量部に対して、（Ａ）を０．００１質量部以上１０質量部以下含有
する、請求項５記載の遠心成型用水硬性組成物。
【請求項７】
　水硬性粉体１００質量部に対して、（Ｂ）を０．０００１質量部以上１０質量部以下含
有する、請求項５又は６記載の遠心成型用水硬性組成物。
【請求項８】
　（Ａ）芳香環を含む高分子化合物からなる水硬性粉体用分散剤と、（Ｂ）下記一般式（
Ｂ１）で表される化合物、下記一般式（Ｂ２）で表される化合物、下記一般式（Ｂ３）で
表される化合物、及び下記一般式（Ｂ４）で表される化合物から選ばれる１種以上の化合
物とを含有し、（Ａ）がナフタレンスルホン酸ホルムアルデヒド縮合物又はその塩であり
、（Ａ）の含有量と（Ｂ）の含有量の合計に対する（Ｂ）の含有量の割合が１質量％以上
６０質量％以下である、蒸気養生用水硬性組成物用分散剤組成物。
【化２】

〔式中、
　Ｒ１１、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１は、それぞれ独立に、炭素数４以上２７以下の炭化水
素基、
　Ｒ２２は、水素原子又は炭素数１以上３以下のアルキル基、
　Ｒ３２、Ｒ３３は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又は炭素数１以上３以下の
アルキル基、
　Ｘは、Ｏ又はＣＯＯ、
　ＡＯは、炭素数２以上４以下のアルキレンオキシ基、
　ｎ１は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
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　ｎ２は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ３、ｎ４は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ３とｎ４の合計は１以上２００以下の数、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又はＳＯ３Ｍであり、Ｙ１、Ｙ
２の少なくとも一方はＳＯ３Ｍであり、
　ｎ５、ｎ６は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ５とｎ６の合計は１以上２００以下の数であり、ｎ５が０の場合は、Ｙ１は
水素原子であり、ｎ６が０の場合は、Ｙ２は水素原子であり、
　Ｍは、対イオン、
を表す。〕
【請求項９】
　（Ｂ）として、化合物（Ｂ１）、化合物（Ｂ２）及び化合物（Ｂ３）から選ばれる１種
以上の化合物を含有する、請求項８記載の蒸気養生用水硬性組成物用分散剤組成物。
【請求項１０】
　更に、（Ｃ）ポリカルボン酸系共重合体を含有する、請求項８又は９記載の蒸気養生用
水硬性組成物用分散剤組成物。
【請求項１１】
　請求項８～１０の何れか１項記載の蒸気養生用水硬性組成物用分散剤組成物と、水硬性
粉体と、骨材と、水とを含有し、水／水硬性粉体比が１０質量％以上５３質量％以下であ
り、（Ａ）と（Ｂ）の合計の含有量が水硬性粉体１００質量部に対して０．２５質量部以
上１０質量部以下である、蒸気養生用水硬性組成物。
【請求項１２】
　水硬性粉体１００質量部に対して、（Ａ）を０．１５質量部以上９．９質量部以下含有
する、請求項１１記載の蒸気養生用水硬性組成物。
【請求項１３】
　水硬性粉体１００質量部に対して、（Ｂ）を０．００２５質量部以上６質量部以下含有
する、請求項１１又は１２記載の蒸気養生用水硬性組成物。
【請求項１４】
　次の工程を含む水硬性組成物の硬化体の製造方法。
工程１：水、水硬性粉体、骨材、及び、請求項１～４の何れか１項に記載の遠心成型用水
硬性組成物用分散剤組成物を混合し、水／水硬性粉体比が１０質量％以上２５質量％以下
である水硬性組成物を調製する工程。
工程２：工程１で得られた水硬性組成物を型枠に充填する工程。
工程３：工程２で型枠に充填した水硬性組成物を、遠心力をかけて型締めする工程。
工程４：工程３で型締めした水硬性組成物を型枠中で凝結させる工程。
【請求項１５】
　工程４の後に、下記の工程５を有する、請求項１４記載の水硬性組成物の硬化体の製造
方法。
工程５：工程４で凝結した水硬性組成物を型枠中で蒸気養生する工程。
【請求項１６】
　次の工程を含む水硬性組成物の硬化体の製造方法。
工程１’：水、水硬性粉体、骨材、及び、請求項８～１０の何れか１項に記載の蒸気養生
用水硬性組成物用分散剤組成物を混合し、水／水硬性粉体比が１０質量％以上５３質量％
以下である水硬性組成物を調製する工程であって、前記蒸気養生用水硬性組成物用分散剤
組成物を、（Ａ）の混合量と（Ｂ）の混合量の合計に対する（Ｂ）の混合量の割合が１質
量％以上６０質量％以下、且つ（Ａ）と（Ｂ）の混合量の合計が水硬性粉体１００質量部
に対して０．２５質量部以上１０質量部以下となるように混合する、工程。
工程２’：工程１’で得られた水硬性組成物を型枠に充填する工程。
工程５’：工程２’で型枠に充填した水硬性組成物を型枠中で蒸気養生する工程。
【請求項１７】
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　次の工程を含む水硬性組成物の硬化体の製造方法。
工程１：水、水硬性粉体、下記（Ａ）、下記（Ｂ）及び骨材を混合し、水／水硬性粉体比
が１０質量％以上２５質量％以下である遠心成型用水硬性組成物を調製する工程。
工程２：工程１で得られた水硬性組成物を型枠に充填する工程。
工程３：工程２で型枠に充填した水硬性組成物を、遠心力をかけて型締めする工程。
工程４：工程３で型締めした水硬性組成物を型枠中で凝結させる工程。
（Ａ）：芳香環を含む高分子化合物からなる水硬性粉体用分散剤
（Ｂ）：下記一般式（Ｂ１）で表される化合物、下記一般式（Ｂ２）で表される化合物、
下記一般式（Ｂ３）で表される化合物、及び下記一般式（Ｂ４）で表される化合物から選
ばれる１種以上の化合物
【化３】

〔式中、
　Ｒ１１、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１は、それぞれ独立に、炭素数４以上２７以下の炭化水
素基、
　Ｒ２２は、水素原子又は炭素数１以上３以下のアルキル基、
　Ｒ３２、Ｒ３３は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又は炭素数１以上３以下の
アルキル基、
　Ｘは、Ｏ又はＣＯＯ、
　ＡＯは、炭素数２以上４以下のアルキレンオキシ基、
　ｎ１は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ２は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ３、ｎ４は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ３とｎ４の合計は１以上２００以下の数、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又はＳＯ３Ｍであり、Ｙ１、Ｙ
２の少なくとも一方はＳＯ３Ｍであり、
　ｎ５、ｎ６は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ５とｎ６の合計は１以上２００以下の数であり、ｎ５が０の場合は、Ｙ１は
水素原子であり、ｎ６が０の場合は、Ｙ２は水素原子であり、
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　Ｍは、対イオン、
を表す。〕
【請求項１８】
　工程４の後に、下記の工程５を有する、請求項１７記載の水硬性組成物の硬化体の製造
方法。
工程５：工程４で凝結した水硬性組成物を型枠中で蒸気養生する工程。
【請求項１９】
　次の工程を含む水硬性組成物の硬化体の製造方法。
工程１’：水、水硬性粉体、下記（Ａ）、下記（Ｂ）及び骨材を混合し、水／水硬性粉体
比が１０質量％以上５３質量％以下である蒸気養生用水硬性組成物を調製する工程であっ
て、（Ａ）がナフタレンスルホン酸ホルムアルデヒド縮合物又はその塩であり、（Ａ）と
（Ｂ）とを、（Ａ）の混合量と（Ｂ）の混合量の合計に対する（Ｂ）の混合量の割合が１
質量％以上６０質量％以下、且つ（Ａ）と（Ｂ）の混合量の合計が水硬性粉体１００質量
部に対して０．２５質量部以上１０質量部以下となるように混合する、工程。
工程２’：工程１’で得られた水硬性組成物を型枠に充填する工程。
工程５’：工程２’で型枠に充填した水硬性組成物を型枠中で蒸気養生する工程。
（Ａ）：芳香環を含む高分子化合物からなる水硬性粉体用分散剤
（Ｂ）：下記一般式（Ｂ１）で表される化合物、下記一般式（Ｂ２）で表される化合物、
下記一般式（Ｂ３）で表される化合物、及び下記一般式（Ｂ４）で表される化合物から選
ばれる１種以上の化合物
【化４】

〔式中、
　Ｒ１１、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１は、それぞれ独立に、炭素数４以上２７以下の炭化水
素基、
　Ｒ２２は、水素原子又は炭素数１以上３以下のアルキル基、
　Ｒ３２、Ｒ３３は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又は炭素数１以上３以下の
アルキル基、
　Ｘは、Ｏ又はＣＯＯ、
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　ＡＯは、炭素数２以上４以下のアルキレンオキシ基、
　ｎ１は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ２は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ３、ｎ４は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ３とｎ４の合計は１以上２００以下の数、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又はＳＯ３Ｍであり、Ｙ１、Ｙ
２の少なくとも一方はＳＯ３Ｍであり、
　ｎ５、ｎ６は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ５とｎ６の合計は１以上２００以下の数であり、ｎ５が０の場合は、Ｙ１は
水素原子であり、ｎ６が０の場合は、Ｙ２は水素原子であり、
　Ｍは、対イオン、
を表す。〕
【請求項２０】
　次の工程を含む水硬性組成物の硬化体の製造方法。
工程１：水、水硬性粉体、下記（Ａ）、下記（Ｂ）、下記（Ｃ）及び骨材を混合し、水／
水硬性粉体比が１０質量％以上２５質量％以下である水硬性組成物を調製する工程。
工程２：工程１で得られた水硬性組成物を型枠に充填する工程。
工程３：工程２で型枠に充填した水硬性組成物を、遠心力をかけて型締めする工程。
工程４：工程３で型締めした水硬性組成物を型枠中で凝結させる工程。
（Ａ）：芳香環を含む高分子化合物からなる水硬性粉体用分散剤
（Ｂ）：下記一般式（Ｂ１）で表される化合物、下記一般式（Ｂ２）で表される化合物、
下記一般式（Ｂ３）で表される化合物、及び下記一般式（Ｂ４）で表される化合物から選
ばれる１種以上の化合物
【化５】

〔式中、
　Ｒ１１、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１は、それぞれ独立に、炭素数４以上２７以下の炭化水
素基、
　Ｒ２２は、水素原子又は炭素数１以上３以下のアルキル基、
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　Ｒ３２、Ｒ３３は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又は炭素数１以上３以下の
アルキル基、
　Ｘは、Ｏ又はＣＯＯ、
　ＡＯは、炭素数２以上４以下のアルキレンオキシ基、
　ｎ１は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ２は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ３、ｎ４は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ３とｎ４の合計は１以上２００以下の数、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又はＳＯ３Ｍであり、Ｙ１、Ｙ
２の少なくとも一方はＳＯ３Ｍであり、
　ｎ５、ｎ６は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ５とｎ６の合計は１以上２００以下の数であり、ｎ５が０の場合は、Ｙ１は
水素原子であり、ｎ６が０の場合は、Ｙ２は水素原子であり、
　Ｍは、対イオン、
を表す。〕
（Ｃ）：ポリカルボン酸系共重合体
【請求項２１】
　工程４の後に、下記の工程５を有する、請求項２０記載の水硬性組成物の硬化体の製造
方法。
工程５：工程４で凝結した水硬性組成物を型枠中で蒸気養生する工程。
【請求項２２】
　次の工程を含む水硬性組成物の硬化体の製造方法。
工程１’：水、水硬性粉体、下記（Ａ）、下記（Ｂ）、下記（Ｃ）及び骨材を混合し、水
／水硬性粉体比が１０質量％以上５３質量％以下である水硬性組成物を調製する工程であ
って、（Ａ）がナフタレンスルホン酸ホルムアルデヒド縮合物又はその塩であり、（Ａ）
と（Ｂ）とを、（Ａ）の混合量と（Ｂ）の混合量の合計に対する（Ｂ）の混合量の割合が
１質量％以上６０質量％以下、且つ（Ａ）と（Ｂ）の混合量の合計が水硬性粉体１００質
量部に対して０．２５質量部以上１０質量部以下となるように混合する、工程。
工程２’：工程１’で得られた水硬性組成物を型枠に充填する工程。
工程５’：工程２’で型枠に充填した水硬性組成物を型枠中で蒸気養生する工程。
（Ａ）：芳香環を含む高分子化合物からなる水硬性粉体用分散剤
（Ｂ）：下記一般式（Ｂ１）で表される化合物、下記一般式（Ｂ２）で表される化合物、
下記一般式（Ｂ３）で表される化合物、及び下記一般式（Ｂ４）で表される化合物から選
ばれる１種以上の化合物
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【化６】

〔式中、
　Ｒ１１、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１は、それぞれ独立に、炭素数４以上２７以下の炭化水
素基、
　Ｒ２２は、水素原子又は炭素数１以上３以下のアルキル基、
　Ｒ３２、Ｒ３３は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又は炭素数１以上３以下の
アルキル基、
　Ｘは、Ｏ又はＣＯＯ、
　ＡＯは、炭素数２以上４以下のアルキレンオキシ基、
　ｎ１は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ２は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ３、ｎ４は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ３とｎ４の合計は１以上２００以下の数、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又はＳＯ３Ｍであり、Ｙ１、Ｙ
２の少なくとも一方はＳＯ３Ｍであり、
　ｎ５、ｎ６は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ５とｎ６の合計は１以上２００以下の数であり、ｎ５が０の場合は、Ｙ１は
水素原子であり、ｎ６が０の場合は、Ｙ２は水素原子であり、
　Ｍは、対イオン、
を表す。〕
（Ｃ）：ポリカルボン酸系共重合体
【請求項２３】
　（Ａ）芳香環を含む高分子化合物からなる水硬性粉体用分散剤と、（Ｂ）下記一般式（
Ｂ１）で表される化合物、下記一般式（Ｂ２）で表される化合物、下記一般式（Ｂ３）で
表される化合物、及び下記一般式（Ｂ４）で表される化合物から選ばれる１種以上の化合
物とを含有する組成物の、遠心成型用水硬性組成物用分散剤としての使用。
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【化７】

〔式中、
　Ｒ１１、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１は、それぞれ独立に、炭素数４以上２７以下の炭化水
素基、
　Ｒ２２は、水素原子又は炭素数１以上３以下のアルキル基、
　Ｒ３２、Ｒ３３は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又は炭素数１以上３以下の
アルキル基、
　Ｘは、Ｏ又はＣＯＯ、
　ＡＯは、炭素数２以上４以下のアルキレンオキシ基、
　ｎ１は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ２は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ３、ｎ４は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ３とｎ４の合計は１以上２００以下の数、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又はＳＯ３Ｍであり、Ｙ１、Ｙ
２の少なくとも一方はＳＯ３Ｍであり、
　ｎ５、ｎ６は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ５とｎ６の合計は１以上２００以下の数であり、ｎ５が０の場合は、Ｙ１は
水素原子であり、ｎ６が０の場合は、Ｙ２は水素原子であり、
　Ｍは、対イオン、
を表す。〕
【請求項２４】
　（Ａ）芳香環を含む高分子化合物からなる水硬性粉体用分散剤と、（Ｂ）下記一般式（
Ｂ１）で表される化合物、下記一般式（Ｂ２）で表される化合物、下記一般式（Ｂ３）で
表される化合物、及び下記一般式（Ｂ４）で表される化合物から選ばれる１種以上の化合
物とを含有し、（Ａ）がナフタレンスルホン酸ホルムアルデヒド縮合物又はその塩であり
、（Ａ）の含有量と（Ｂ）の含有量の合計に対する（Ｂ）の含有量の割合が１質量％以上
６０質量％以下である組成物の、蒸気養生用水硬性組成物用分散剤としての使用。
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【化８】

〔式中、
　Ｒ１１、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１は、それぞれ独立に、炭素数４以上２７以下の炭化水
素基、
　Ｒ２２は、水素原子又は炭素数１以上３以下のアルキル基、
　Ｒ３２、Ｒ３３は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又は炭素数１以上３以下の
アルキル基、
　Ｘは、Ｏ又はＣＯＯ、
　ＡＯは、炭素数２以上４以下のアルキレンオキシ基、
　ｎ１は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ２は、ＡＯの平均付加モル数であり、１以上２００以下の数、
　ｎ３、ｎ４は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ３とｎ４の合計は１以上２００以下の数、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なって、それぞれ、水素原子又はＳＯ３Ｍであり、Ｙ１、Ｙ
２の少なくとも一方はＳＯ３Ｍであり、
　ｎ５、ｎ６は、同一又は異なって、それぞれ、ＡＯの平均付加モル数であり、０以上の
数であり、ｎ５とｎ６の合計は１以上２００以下の数であり、ｎ５が０の場合は、Ｙ１は
水素原子であり、ｎ６が０の場合は、Ｙ２は水素原子であり、
　Ｍは、対イオン、
を表す。〕
【請求項２５】
　請求項１～４の何れか１項記載の遠心成型用水硬性組成物用分散剤組成物と、水硬性粉
体と、骨材と、水とを含有し、水／水硬性粉体比が１０質量％以上２５質量％以下である
組成物の、遠心成型用水硬性組成物としての使用。
【請求項２６】
　請求項８～１０の何れか１項記載の蒸気養生用水硬性組成物用分散剤組成物と、水硬性
粉体と、骨材と、水とを含有し、水／水硬性粉体比が１０質量％以上５３質量％以下であ
り、（Ａ）と（Ｂ）の合計の含有量が水硬性粉体１００質量部に対して０．２５質量部以
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上１０質量部以下である組成物の、蒸気養生用水硬性組成物としての使用。
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